
 
 

 

第 60 回大阪府空手道選手権大会 競技規定 

   《令和 8年度大阪府民スポーツ大会 未来くん杯第 21 回全国中学生空手道選抜大会予選会》 

 
                                    （一社）大阪府空手道連盟 

 
【共通項目】 １．選手の空手衣は、(公財)全日本空手道連盟競技規定に定めたものとする。 

２．帯は、青・赤のみとし、開会式から自分の所有するものを着用すること。府連では準備しない。 

３．選手の胸マークは、各郡市名を表記した下記規格のものを左胸に固く縫着する。所属の会社、 

     学校等の名称・マーク、会派名、道場名等を表記することは認めない。 

①サイズは、縦２０cm×横１０cm 以内とする。 

②文字は、楷書体・黒色・縦書きとする。 

４．ゼッケンを正しく付けていない選手は出場することができない。マジックテープ等での仮止めは不

可とし、四辺を縫い付けて、道衣から外れないように確実に縫い付けて参加すること。 

５．眼鏡･コンタクト（ソフトを除く）を使用できない。 

６．長髪の選手は、シングルポニーテールに１つ又は２つの控えめなゴムバンドを使用し、ヘアクリッ

プ及び金属製のヘアピンの着用は禁止とする。 

７．中学生の部は、次に該当する選手についてトーナメント作成時に配慮する。 

① 中学 1年生：第 49回大阪府小学生空手道選手権ベスト８の選手 

② 中学２・３年生：第 59回大阪府空手道選手権ベスト８の選手 

（お願い）申込書の備考欄に上記①又は②に該当する選手は「①１位」、「②優秀選手」等の記載をお願い

します。 

 

【組手競技】 試合時間は、全種目 1分 30 秒（フルタイム）の６ポイント差で勝敗を決定。 

  組手競技のメンホー用マウスシールドは任意。 

  ボディプロテクターは道衣の中に着用。 

  成年男子出場選手は、必ず計量を受けること。（不計量の場合は失格） 

  計量は、午前１２時～午後１時に、選手集合場所にて行う。 

 

  メ ン ホ ー 拳サポーター 
ボディ 

プロテクター 

シンガード・インス

テップガード 
ファールカップ 

マスターズ 
JKF 認定品

（No.6,7） 
JKF・WKF 認定品 JKF 認定品 JKF・WKF 認定品 JKF 認定品（男子） 

成       年 
JKF 認定品

（No.6,7） 
JKF・WKF 認定品 JKF 認定品 JKF・WKF 認定品 JKF 認定品（男子） 

少       年 
JKF 認定品

（No.6,7） 
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JKF・高体連 

認定品 
JKF 認定品（男子） 

中  学  生 
JKF 認定品

（No.6,7） 
JKF 認定品 JKF 認定品 JKF 認定品 JKF 認定品（男子） 

 

【形競技】 ベスト８までトーナメントによるフラッグ制、決勝ラウンド点数制（演武順抽選） 

審判員５名の構成 

決勝ラウンド以外 ２名同時に演武を行う。※出場者数によって規定を修正する場合があります。 

選択できる形は以下の通り。 

マスターズ・成年・少年  １・２回戦 全空連 第１指定形 

    ３回戦  全空連 第２指定形 

    決勝ラウンド 全空連 得意形（下位のどの回戦でも使用していない形） 

中学生個人       １・２回戦 全空連 基本形(平安初段～五段,またはゲキサイ第一・二) 

     ３回戦  全空連  第１指定形 

    ４回戦  全空連  第２指定形 

    決勝ラウンド 全空連 得意形（下位のどの回戦でも使用していない形） 

・同得点の場合、採用最低点の高い方、次に採用最高点の高い方が優位となる。 

 いずれも同点の場合は、新たな形の演武を行う。 
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